
第 2回都道府県・輸出支援プラットフォーム（PF）連携フォーラム 

【第二部】分科会会合 

 

1. 日時︓   2023年８月 25日（金） 10:30-18︓00（日本時間） 

2. 会場︓   対面開催 （農水省会場は共用第一会議室） 

3. 議事次第 

【第二部】 分科会会合 10︓30 から 18︓00 （4分科会会合の開催） 

① 10:30-12:00米国プラットフォーム分科会 ・・・P１ 

② 13:00-14:30香港プラットフォーム分科会 ・・・P23 

③ 14:45-16:15 シンガポールプラットフォーム分科会 ・・・P31 

④ 16:30-18:00台湾プラットフォーム分科（WEB） ・・・P49 

 

 

 



米国プラットフォーム 

1. PFと共同での活動に関心のある都道府県を探しています！

【具体的な活動案】

① LAの日系スーパーに常設型アンテナショップ開設
補足：非日系米国人を対象に、複数の自治体の商品を組み合わせた集客力のある魅力的 PRを実現。キ

ッチンも活用可能。現地バイヤーと商談機会の創設など、定着化に向けた取り組みも実施。

② 米国における新たな有望市場のプロモーション事業のご紹介

補足：コロラド州デンバー（水産物）、テキサス州・フロリダ州（日本酒）、ミ

リタリー市場など、都道府県にもご活用いただく枠組みをご紹介

③ 日本酒インスタ「Premium Sake」における関連情報の発信
補足：NYでは、米国における日本酒の認知度と親しみやすさを向上させるため、インスタアカウント

を運営。日本酒の一般的な情報はもちろん、銘柄情報、フードペアリング、リカーショップ・レストラ

ンの紹介、イベント情報の拡散等、幅広い内容を掲載。

④ NYにおける「日本食月間」（５月）の実施（検討中）
補足：本年度、NY 市内において、日本食レストランとの連携キャンペーンや、5/13 のジャパンパレ

ードと連動した日本食ブースの出展を通じて、日本（地方）への興味獲得や日本食文化の認知度向上

に寄与。来年度についても地方と連携したイベントを検討中。

 ①～②ともに、事業が具体化した際には、使用開始できるタイミングや使用方法につ

いて、あらためてご相談。

 ①については、月ごとに地域を変えながら実施することも想定しており、多くの自治

体が参加可能。定番商品化の可能性もあるので積極的にご検討を！

 ③については、写真とキャプション（事例は別添参照）をいただければ投稿可能。例

えば、米国で流通している日本酒や米国におけるイベントについての情報の発信が可

能。

 ④については、ブース出展、情報発信等について、関心があればご相談ください。

2. 米国からの有力シェフ、ジャーナリスト、インフルエンサーの日本招致に協力していた

だける都道府県を探しています！

 渡航費負担は、原則渡航者持ち。都道府県には、招致にかかる便宜供与や対応可能な

品目の登録を期待。
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3. 都道府県による販売促進活動のフォローアップを分担します。ご相談ください！

サンプルショールーム事業を活用することで、都道府県によるキャンペーンを一過性

のイベントに終わらせることなく、プロのバイヤーに売り込みをかけることが可能。

年２回の募集があり、相談を随時受付。
補足：LA 市内に日本産食品のサンプルを展示するサンプルショールームが常設。現地バイヤーを誘致して商品

紹介を行うとともに、現地バイヤーとのオンライン商談を実施。 

 JETRO事業に参加した場合、日本から米国への輸送費は JETRO が負担。
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米国輸出支援プラットフォームの活動について
（2022年4月～）

２０２３年８月２５日
JETROロサンゼルス

木村 恒太
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１．米国について
２．米国輸出支援PFの事業展開（LAPFを中心に）
３．米国輸出支援PFからのご案内

1

本日のご報告事項

4



（１）米国の広さ

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 2

１．米国について
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（２）米国の人種構成

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 3

１．米国について
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（３）米国の平均世帯所得

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 4

１．米国について

7



（参考）米国輸出支援PFの体制

米国輸出支援プラットフォーム

・ 七味会、JRA、JFCA
・ 食品流通関係事業者、金融関係など
・ 政府関係機関（JF、JNTO、JH）
・ 専門家、外部人材、有識者など

LAPF協議会

・ NYJRA、他、食品流通関係など
・ 政府関係機関（JF、JNTO）
・ 専門家、外部人材、有識者など

農林水産省 輸出・国際局（欧米班）
JETRO農林水産食品部

１．ロサンゼルスPF
・ 在ロサンゼルス総領事館
・ JETROロサンゼルス事務所
・ JFOODO

・ 焼酎（ラベル問題）分科会
・ 発酵食品普及拡大 分科会
・ 新興地域・市場開拓
（TX,FL,AZ等） 分科会

２．ニューヨークPF
・ 在ニューヨーク総領事館
・ JETROニューヨーク事務所

米国PF事務局

分科会

NYPF協議会

分科会活動で始動し、将来的に
体制が整った際、協議会として
発足、などの拡張性を視野に
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２．米国輸出支援PFの事業展開（一部抜粋）

（１）カントリーレポート ～先ずこれを見ればわかる～

（２）商流開拓支援 ～新たな市場、地域、分野、手法で展開を支援～

・ 「全体レポート」を作成（本年２月）。
※全体レポートの解説動画を作成（本年８月）
・ 今年度も、「品目別レポート」や、「テーマ別レポート」を作成

・食品見本市Bar & Restaurant Expo に「ジャパン・パビリオン」を設置（本年３月）

・「Wagyu」表記の規制対応（昨年１２月～）、及び「Shochu」規制緩和への働きかけ
・パッケージデザイン説明会＆無料相談会を開催（本年１月）
・「エージェント事業」のサポート（本年４月～）
・日本産米を活用した冷凍弁当などを内陸地等に展開する「冷凍弁当」事業

（３）現地法人支援 ～日系企業の課題や問題を専門・継続的に支援～

（4）品目団体＆地方自治体等との連携 ～個社でなく連携で課題を突破
～

・「米国における日本食レストラン動向調査」を作成（本年３月）。
※同調査の解説動画を作成（本年７月）
・FDA等の新規規制に関する体制構築（本年８月～）

・「常設型アンテナショップ」事業の展開（本年４月～）
・「品目団体」や「GFPフラッグシップ輸出産地形成プロジェクト」の現地企業サポート
・インフルエンサーを通じた、日本食文化の発信（本年秋？）

6
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（１）食品見本市Bar & Restaurant Expoにおける
「ジャパン・パビリオン」の展開

日時：本年３月２７日～２９日
場所：ネバダ州ラスベガス
出展企業：５０ブース５１社
品目：和牛、水産物、加工品

日本酒、焼酎、ビール等

２．米国輸出支援PFの事業展開

7
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（２）日本食レストラン動向調査にかかる解説動画の作成
内容：反響の大きい「日本食レストラン動向調査」を動画で解説
目的：既存レポートの利用促進、拡散

（今後、カントリーレポート等の解説動画を作成）

２．米国輸出支援PFの事業展開
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〇「日本産食材」と「訪日観光」を一体的にPR
〇「地方自治体」や「品目団体」と連携して展開
〇JETRO初の海外アンテナショップ。今年後半に開店予定

（参考）Nippon Design Center社によるショップ・デザイン

9

（３）「常設型アンテナショップ」事業の展開

２．米国輸出支援PFの事業展開

1
2



米国輸出支援プラットフォームからの提案

GTIと継続的に連携し、GTIにおいて日本茶の文化・科学的な研
究を推進するため、品目団体等とも連携し、以下を行う。
（１）GTIへのエージェントの派遣

GTIに日本茶の知識を有するエージェントを派遣する。エージェ
ントは、TACや学術会議に出席し、関係者と関係を構築するととも
に、日本茶研究や施設の建設において、主導的な役割を果たす。
また、オンライン講座に出席するとともに、学術会議では、日本
から専門家の派遣を検討する。

（参考）UC Davis HP

（４）品目団体との連携（例：茶業中央会）

２．米国輸出支援PFの事業展開
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11

ご清聴いただき、ありがとうございました。
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（参考）米国輸出支援プラットフォーム（NY）の取組事例

JETROニューヨーク事務所
2023年8月
北出輝雄

1
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Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 2

＜Japan Monthキャンペーン＞
目 的:NYにおいて、日本食を通じて地方への関心を引き出し「日本ファン」を創出。

中⾧期的な視点から日本食によるインバウンド需要への貢献。
開催期間:レストランキャンペーン 2023年5月1日（月）～5月31日（水）

ストリートフェア 2023年5月13日（土）
参加店舗:NYの日本食レストラン20店舗（レストランキャンペーン）／

同22店舗（ストリートフェア）

概 要:

 地方料理や地方の食材を使用した料理をキャンペーン対象料理として指定。
 日本を３つのエリアに分け、上記の対象料理をエリア別に分類。
 各エリアに分類した対象料理を食べてSNSに投稿し申し込むと、当該エリアにある都市（札幌、伊丹、福岡）へのエアチケットがもらえる

SNS投稿コンテストを実施。
 専用HPを開設しキャンペーン情報を掲載するほか、都道府県のインバウンド向け情報のリンクを掲載することにより、コンテンツの充実と各都

道府県のPRを図り、日本（地方）への興味を獲得。
 5万人が来場したNY最大の日本文化イベント「JAPAN PARADE」（5月13日）と同時開催で「Japan Street Fair」を開催。
 同フェアでは22のベンダーが出店（うち11店舗はレストランキャンペーン参加店）し、日本食の普及を行うとともに、レストランキャンペーンの

広報を実施。

農林水産・食品の輸出拡大への取組（プロモーション活動）
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• インスタグラム「Premium Sake」において、NY市内のリカーショップ・レストラン、フードペアリング、日本酒銘柄といった関
連情報に加え、JFOODOが作成する日本酒関連動画や情報、シェフによるペアリングレシピ動画、地元イベントでの日本
酒試飲ブースの様子を発信。

• フォロワー数は5000を超え、消費者だけでなく卸やレストランも当アカウントを認知、評価。

• インスタグラムと連動して販促資材をNY市内のリカーショップに配布し、消費者への認知度向上と併せてショップスタッフの
教育を2020年度から実施。また、店舗でのウィンドウディスプレイを実施。昨年度訪問した15店舗のうち14店舗で日本酒
取扱数の増加がみられ、日本酒の売上が好調と話す店舗もあった。

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 3

＜日本酒インスタグラム＞

ペアリングやリカーショップ、レストラン情報を発信 JFOODO事業のキービジュアル シェフによるレシピ動画 リカーショップでウィンドウディスプレイの様子

農林水産・食品の輸出拡大への取組（プロモーション活動）
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• 知名度が上がってきている大吟醸だけでなく、多様な日本酒を消費者に紹介するために、NYで「食の流行の発信地」とも言
われる野外フードイベント「Smorgasburg」（2022年9月3日開催）において日本酒試飲ブースを設置。

• ブースでは吟醸酒、にごり酒、スパークリング、ゆず酒の４種類を用意し、飲み比べとともに各種の特徴などを説明。アルコー
ル飲料や日本酒の嗜好性に関するアンケート調査も実施。

• 主催者のオフィシャルバーにおいても、スパークリング日本酒を販売。

• 400名以上がアンケートに回答。85%が日本酒を飲んだ経験があると回答。一方で、日本酒を飲むシーンは圧倒的に日
本食レストランという回答が多く、更なる普及には日本食レストラン以外で飲んでもらえるような提案が必要。

• 当日の気温が高く、天気も良かったためか、４種類の中ではスパークリングやゆず酒が好きと回答した人が多かった。

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 4

＜フードイベントでの日本酒試飲会＞

多くの人が訪れた日本酒試飲ブース ブースの様子 提供した日本酒４種類

試飲の様子 オフィシャルバーでのスパークリング酒提供の様子

農林水産・食品の輸出拡大への取組（プロモーション活動）
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• NY市ブルックリン区のDashi Okume（出汁専門店）にて2023年3月7日、料理系メディア、フードライター、フードイン
フルエンサー約20名を対象とした、味噌ワークショップを実施。 

• 日本から来訪した味噌のスペシャリストを講師として迎え、日本各地の様々な種類の味噌について、基礎的な知識やそれぞ
れの特徴を丁寧に解説。日常的に食べる機会の多い、サラダ用味噌ドレッシングと味噌汁について、多様な味噌を試しなが
ら自ら作ってみるプログラムを取り入れた。 

• 多くの参加者からユニークな体験であり実践的で役に立ったと評価。SNSの発信などを通じて、幅広い層にアプローチするこ
とができた。タイアップした料理雑誌では、ワークショップの内容に加え、味噌の入手方法やレシピも掲載され、実際の活用促
進につながるメディア露出となった。

Copyright(C) 2023 JETRO. All rights reserved 5

＜日本の味噌に関する理解促進・活用に向けたワークショップ＞

農林水産・食品の輸出拡大への取組（プロモーション活動）
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＜和牛セミナー及びレセプション＞

・2022年9月22日～27日、JETROニューヨーク及び在ニューヨーク総領事館の主催により、日
本の発酵食品に焦点を当てたレストランキャンペーンを開催。
・現地レストラン２１店舗と連携し、各店舗における日本の発酵食品メニューの提供、食品サン
プル（インスタント味噌汁）の配布、日本の発酵食品の特徴などを伝える特設ウェブサイトの開
設、インフルエンサーによるキャンペーンメニューのＳＮＳ発信等を実施。

• 和牛の流通が少ないフィラデルフィアで2022年10月31日、レストランシェフ、小売店バイヤー向けのセミナーを実施。セミ
ナーでは日本産和牛の特徴やセカンダリー部位のメニュー利用への提案、カッティングデモンストレーション、テイスティングを実
施。

• セミナーに参加した12名のシェフがセカンダリー部位を使用した和牛料理を開発し、11月14日に総領事館が主催した和
牛レセプションで提供。行政関係者や現地企業の役員等約150名がイベントに参加。

• 和牛料理を開発したシェフのうち５名がホリデイシーズン向けの特別メニューとして和牛を採用。１名がチャリティーイベント
の目玉商品として開発した料理を提供。小売店でも期間限定で取扱い。

セミナーの様子

提供された和牛料理レセプションの様子 レセプションに和牛料理を提供したシェフ

テイスティングの様子カッティングデモンストレーションの様子

農林水産・食品の輸出拡大への取組（プロモーション活動）

2
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（別添）Premium Sake 投稿事例 

① お酒（米国で流通しているもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② イベント＠米国 
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③ お酒と料理のペアリング（米国の食文化に合わせたもの） 

 

④ 日本酒取扱レストランでのペアリング 
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香港プラットフォーム 

 

 

1. 各都道府県の香港の位置づけ等によって様々なフォローが出来ます！ 

 既に本格的に取り組みを行っている県、まだ単発での事業実施のみの県、これから

取り組もうとする県。それぞれの段階に応じて、事業の側面支援や事業形成の支援

など、様々なフォローが可能です。 

 また、輸出制度の勉強を始めた事業者から、海外での売込み用資料等の準備までで

きている事業者まで様々な事業者がいる中、全てを各地方自治体が個別にフォロ

ーしていくのは困難な場合も多いかと思います。 

 例えば、県予算はいますぐ販売できる層の販売支援に集中し、将来的に輸出を目指

す層の引き上げ支援は輸出支援プラットフォームの枠組み（ブリーフィング、サン

プルショールーム等）を活用することも可能です。 

 

2. ８月の Food Expoで、独自に出展される地方自治体も支援しました！ 

 ジェトロブースのみならず、独自に出展する地方自治体や企業とともに統一感のある

ジャパンパビリオンを形成し、より多くのバイヤーを集客。 

 プラットフォームが総合受付（コンシェルジュ）を担い、バイヤーの様々な問合せを

効果的に出展者に結び付け。 
補足：Food Expoは香港最大の食の展示会。昨年は延べ 43万人が来場。コロナ禍前には、日本から多数が出展 

 

3. 都道府県独自の取り組みを広報面から側面支援しています！ 

 都道府県が行うフェア等について、香港 PF の方でインフルエンサー等を用いて代理

で広報支援しています。 

 今後、複数の都道府県が同時期に同種の取り組みを相談してきた場合、合同での周知

等も提案予定です。 
補足：広報面での側面支援のみで、中身に対して口出しはしませんのでご安心ください 

 

4. 品目団体とも連携し、都道府県横断の取り組みも支援しています！ 

 日青協、イタリアントマト等と連携し、県フェアを周年リレー的に行う取り組みを支

援しています。 

 今後、各県や品目団体の要望に応じて、品目等の拡大を目指します。 

 ミシュラン獲得飲食店から、都道府県フェアを通年やりたいとの要望も来ています。 
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① 市場動向・知的財産等の相談窓口機能（常時相談可能、事業検討前推奨）
（相談可能分野の例）
・食品・酒類全般 ：専門家によるブリーフィング、店舗視察、統計等の数値や

調査レポート（カントリーレポート含む）の提供 等
・知的財産 ：香港知財法制度や知財保護手続き、香港税関の知財関連

の取り締まり状況、知財系法律事務所等の情報提供
・市場調査（※） ：専門家が現地の市場を調査、パートナーの紹介、取次ぎ、

現地ニーズ発掘調査等をレポートまたは面談で回答
・現地法務・税務（※）：専門家が現地進出、現地法人運営にかかる法務・労務・

税務・会計等の相談に文書又は面談で回答
※ 外部専門家に依頼するレベルのものは県ではなく中小企業からの申し込みが必要

（実際の相談事例）
・価格調査や各国産の市場規模の把握を引き受け、県予算を他の内容で検討
・模倣品情報があった県特産品について、店舗の写真撮影と手続き紹介を実施
・県の事業検討の前提となる市場認識の相談に対し、専門家ブリーフィング等を実施

香港輸出支援プラットフォームの機能（地方自治体向け：概要）

② 予算事業・展示会出展等での連携機能（事前相談必要）
・今年度の連携（後述③、④）に加え、来年度予算事業や展示会出展、広報などでの連携
（検討例：後述③など各種予算事業での連携、FBやバイヤー案内メール等での広報協力、

大型展示会出展時に都道府県ブースを集約・バイヤーへの紹介）

2
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③ サンプルショールームによる商談、企業相談（上期下期の年２回募集）
（サンプルショールームの概要）

・常設の展示場を設置し、日本国内から集めたサンプルを展示。
現地バイヤーを誘致して商品紹介を随時行うとともに、
オンライン商談を実施

（実際の連携事例）
・フェア実施店における未成約商品も他のバイヤーに紹介し、追加商談を組成
・商談はサンプルショールームで引き受け、県予算を小売店のフェアに充当
・出品企業のうち希望する企業に対して、専門家による事前相談会を実施

④ フェアを行う小売店等の相談・紹介・仲介（フェア検討前の相談必要）
（相談のイメージ）
・どのような目的なのかを確認し、スーパー・ECサイト・卸・事業者などを紹介

（実際の相談等事例）
・現地系大手小売でのフェアを希望した県に代わって小売と交渉しフェアを実現
※ 単県では難しい場合、複数県によるフェアも組成

・複数県が集まって立ち上げた分科会に対して、品目団体や現地関係者を紹介

香港輸出支援プラットフォームの機能（地方自治体向け：概要）

2
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FoodExpoにおける地方自治体等との連携
〇 ジェトロ内で出展した地方自治体及び各企業の出展料等をジェトロで支援
（※全額ジェトロではなく一定の負担あり）

〇 統一装飾、共有施設等の提供、バイヤーの呼び込み、事前個別面談、当日サポート
〇 独自出展企業も統一装飾を意識した装飾への無料（ジェトロ負担）アップグレード

【ジャパンパビリオンの共通装飾及び当日の様子】 【独自出展企業への装飾サポート】
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都道府県の独自フェアの広報サポート
【ジェトロのジャパンパビリオン内で出展した地方自治体等へのサポート】
〇 各都道府県のフェア等の取り組みについて、広報面でのサポートを実施

広報事例①（飲食店での宮崎マンゴーフェア）

※ インフルエンサー４名に依頼し、
合計で約３万Reach

2
8



都道府県の独自フェアの広報サポート
広報事例②（飲食店での沖縄フェア：KOL12名に依頼）

広報事例③（小売店での鳥取西瓜フェア：KOL３名に依頼）
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イタリアントマトにおける県リレー

（2023年2月~6月）
県事務所と連携したフェア
（PFも広報等をサポート）

（2023年6月~2024年2月）
日青協を軸に各県と連携したフェア

（PFも広報等をサポート）

※静岡県のメロン、和歌山県の桃を実施済み
今後様々な県・果物で実施予定

3
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シンガポールプラットフォーム 

 

1. オールジャパンでの日本産食品の魅力発信事業を一緒に行う都道府県を探しています 

 全米輸（全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会）との連携イベントを今年度も

１１月から来年１月頃に開催します。前回のイベントでは複数自治体のお米を一緒に

試食することで日本米の魅力を伝え、現地の方からも非常に高い関心を頂きました。

前回よりパワーアップしたイベントを企画します。ご参加お待ちしています。 

 シンガポールで日本産ワインの知名度はまだまだありません。国税庁などのイベント

とも連携し日本産ワインの魅力発信を継続的に行います。 

また、今年度は新たに日本茶・抹茶も対象とする予定です。（別添参照） 
補足： イベントで使用する食品等の推薦をお願いします（イベント当日のスタッフ派遣は必須ではございま  

せん。）なお､イベントの内容により､サンプル代・輸送費をご負担いただく場合もございます。 

輸出支援プラットフォームが総力をあげて求められる集客に取り組むだけでなく､「日本」という看

板の下､多様な地域の食品を紹介することにより､新規需要開拓の労力が少なく済むメリットなどが

あります。 

 

2. 日本産加工食品（特にハラール食品等）をライブコマースで紹介しませんか？ 

 日本には、おいしく、また健康的な加工食品で、今なおシンガポールには紹介され

ていないものがたくさんあります。日本から、シンガポールに向けてその商品を自

身で PRしてみませんか？ 

 シンガポールにはイスラム教の方も多くいらっしゃいます。プラットフォームで

のライブコマースを活用しハラール食品等の販路構築を行いませんか？ 
補足：輸入食品に寛容なシンガポールでも、一部、輸入が認められていない商品、原料又は添加物があり

ます。そういった知識や情報も同時に習得し、日本国内のみならず世界のマーケットを見据えた販

路を構築していきましょう。 
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インフルエンサーのインタビューを
受けるマイスター（Lee職員が通訳）

“Japanese Rice: The Journey of Flavours and History~ Showcasing the different varieties 
of Japanese rice ~”
・目的：多様な日本産米の魅力発信及び食べ方の提案による購買層の拡大
・日時・場所：１１月１９日（土）11:00～17:40、日本大使館施設（Japan Creative Center）
・協力団体 ：日本大使館、JETROシンガポール、JFOODOシンガポール、

全米輸（全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会）、
自治体国際化協会シンガポール、北海道、秋田県、栃木県、長野県、高知県）
農林中央金庫シンガポール支店、 キッコーマン、JFC 、IMEI、HARIO

・参加人数：約２００人 （※募集後３日で全枠満了）

「日本産米魅力発信事業」概要
シンガポールプラットフォーム事業例①：コメ

お米マイスターによる日本産米の
魅力・食べ方に関する講義

会場の雰囲気

５道県から推薦を受けた銘柄の
紹介・食べ比べ

お米マイスターのよる講義の後、① ５道県推薦の銘柄食べ比べ、② ご飯のお供との試食、
③ 鍋つゆを使った炊き込みご飯の試食、④ 日本産米を使ったローカル料理との試食を実施

3
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・単県では知名度の低さから集客に苦労するが、今回のイベ
ントはプラットフォームが自治体を束ねて実施したため、
集客効率だけでなく、他県産米と比較しながら魅力を発信
できた。次回以降も参加したい。

・自治体間連携のため、次年度の予算編成時期などに前広に
情報を共有頂きたい。枠予算事業もあるため、情報は早い
方が助かる。（自治体関係者）

・産地名は北海道しか知らなかったが、他の地域でも多様な
お米を作っていることに驚いた。（参加者）

・来場者の９割以上が､このイベントにより日本産米の理解が
深まったと実感し、95％以上がシンガポール人に日本産米
を推薦できると回答。（アンケート調査）

イベント出展者・参加者の感想

3
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・目的：流通・飲食事業者を対象に、多様な日本産ワインの試飲を通じて、認知度を向上させる
とともにシンガポール人の嗜好にあったワインの探索、求められる価格帯を調査

・日時・場所：２月６日（月）13:00～17:00、Lifelong Learning Institute
・協力団体 ：日本大使館、JETROシンガポール、JFOODOシンガポール、国税庁※

JETRO地方事務所、北海道、静岡県、長野県、岡山県、高知県）
・参加人数：食品事業者等約１００人

「日本産ワイン認知度向上イベント」概要

会場の雰囲気

北海道2種、山形県1種、岩手県2種、埼玉県1種、栃木県1種、静岡県1種、山梨県3種、
長野県2種、石川県1種、大阪府1種、広島県1種、岡山県1種、愛媛県1種、福岡県1種の
合計19種のワインについて､テイスティングの後､味（ドライ､ソフト等）、価格等について
アンケートを実施

3.42

妥当だと考える価格帯
20～40ドル40～60ドル

日本産ワインに対する評価（５段階）

平均

12%

54321

32%43%12%1%

シンガポールプラットフォーム事業例②：ワイン
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・ソムリエ協会等、ワインの専門家からは厳しい評価。特に
赤ワインい対する評価は厳しかった。
一方、白ワインはリースニング等軽め・辛口のもので専門
家の評価が高いものもあった。

・当地は概して甘い食品・お酒が好まれており、日本酒も甘
口を好む消費者が多い。
このような嗜好を反映し、白ワインでも甘口のものに関心
を示すバイヤーが多かった。
同様に、当地で知名度のある「巨峰」を使ったワインへの
関心も多かった。

・加えて、「耕作放棄地を有効活用して栽培」など、生産背
景のストーリーをＰＲした商品、限定生産のナンバリング
をしてビンテージ感を出した商品の関心が高かった。

参加バイヤーの評価
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・ライブコマースが最も盛んなのは中国で人口の90%が利用。人口の７割が中華系を占めるシン
ガポールでも人気で人口の15%が利用。
・特にミレニアル世代（18-24歳）の4/5が購入意向あり。
・ライブコマースでの購入割合の高いものは、一位が食品（70%）であり、２位の化粧品
（20%）、３位のIT製品（10％）と比べて圧倒的に多い。

→ 若年層に食品をPRするにはライブコマースが有効。

なぜライブコマースか？
シンガポールプラットフォーム事業例③：ライブコマース

【参考】
・Parrot Social “LIVESTREAMING FOR PRODUCTS & ADVERTISING IN
THE SINGAPORE MARKET”
・「Study: 70% of live stream purchases in Singapore are food-
related」
https://marketech-apac.com/study-70-of-live-stream-purchases-in-
singapore-are-food-related/

ライブコマースでの購入頻度

シンガポールで誰がライブコマースを利用しているのか？

シンガポール人の15％がライブコマースを利用しており、その多くがミレニアル世代
18-24歳の５人のうち４人がライ
ブコマースでの購入意向あり

中国がライブコマースを先導
米国の人口の38%、シンガポールの人口の
15%、中国の人口の90％がライブコマース
を利用

食品・食品関連製品 口紅・コスメ イヤホン・IT製品

3
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・最大の特長はリアルタイムでの双方向のやりとり。そのため、①「顔の見える関係」を信頼す
る中国や、②SNS世代で臨場感や共感を好む若者、で特に普及した。
・利用理由は、９割が「積極的な関与」、７割が「一体感」、６割は「高揚感」。
・日本産品があふれるシンガポールで、特長が見えにくい地方産品を、能動的にPRし販売に繋げ
られるツール。一方でその後の継続販売に繋げる工夫が必要。

ライブコマースの利点
シンガポールプラットフォーム事業例③：ライブコマース

【参考】
・Parrot Social “LIVESTREAMING FOR PRODUCTS & ADVERTISING IN
THE SINGAPORE MARKET”

なぜユーザーはライブコマースを好むのか？
人は結局は社会的関係・相互関係を望んでいる。現状において、オンラインショッピングは精神的な充実感を得

るための方策の１つとなりつつある。

積極的な関与
最新情報を得る

ため
世間との一体感を
感じるため

高揚感を得るため

電子機器

ファッション用品

焼き菓子・パン

日用品

水産品・肉類

販売上位５品目と価格帯
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自治体のライブコマース例（愛媛県、埼玉県）
シンガポールプラットフォーム事業例③：ライブコマース

3
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・当地ウェブ広告の約４割はSNS（フェイスブック、インスタグラム等）。
・ただしSNSはあくまでフォロワーの「コミュニティ」の範囲の効果しか期待できない。よって
フォロワー数に比例して効果も上がるがコストも上がる。
・インフルエンサーは確実な集客力があるので、小売店・飲食店側からは喜ばれる。ただし中長
期的なPR効果は少ない。

自治体からよくある問い合わせ①
「ウェブ広告やインフルエンサーを使っているが効果が見えない」

※詳しいデータはシンガポールのカントリーレポートを参照
https://www.jetro.go.jp/ext_images/agriportal/platform/sg/pf_spr.pdf

16歳から64歳のインターネット
ユーザー（5,444人）が各プラッ
トフォームについて過去1ヵ月
間で利用したと回答し
た割合

シンガポールのデジタル広告費全体に占める
SNS広告の割合 2017～2027年 (百万米ドル)

１投稿４万円～４０万円

FB,IGが主流であるが
Youtubeも引き続き有効
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・特に中高齢層・ローカル層にPRしたい場合、新聞・テレビ・バスラッピングなど伝統的な手法
のほうが有効かつ安価な場合もある。
・そのため、広告代理店に依頼する場合は「自身の商品特性」「訴えたいターゲット層」「イベ
ント期間と広告期間」などの要望を具体的に伝える事により、より効果的な予算配分ができる。

自治体からよくある問い合わせ①
「ウェブ広告やインフルエンサーを使っているが効果が見えない」

※詳しいデータはシンガポールのカントリーレポートを参照
https://www.jetro.go.jp/ext_images/agriportal/platform/sg/pf_spr.pdf

最大手新聞（The Straits Times）の広告費

最大手テレビチャンネル（CNA）30 秒CM
の平均スポットレート (S$)

新聞広告は総じて高いが、CMやバスラッピングはイ
ンフルエンサー投稿より安価で利用できる場合もある。

4
1



・シンガポールの人口の７割は中華系のため、中華系飲食店が多い。
・一方、中華系に次いで多いのは日本料理。

自治体からよくある問い合わせ②
「シンガポールは富裕層が多いので高価な日本産品でも売れるのでは」

中華料理 1,934
日本料理 1,218
インド料理 520
イタリア料理 487
タイ料理 424
韓国料理 279
フランス料理 212

シンガポールのレストラン店舗数
（JETRO調べ）

出所：TripAdvisorに基づくジェトロ調べ（2022年7月21日調査時点）
※集計方法の違いにより、他の調査報告等と数値が一致しないことがある。

出所：シンガポール輸出支援プラットフォーム
「カントリーレポート：シンガポールの食品市場(2023年3月）」

飲食店サイト（Openrice Singapore）に登録
されている飲食店内訳（2022年）
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・和食店は単価数十万円という高級店もある一方、多くは客単価数千円～１万円未満。
・相対的にみて他国料理より安価で、「日本の品質を手軽に味わえる」お店が人気。

自治体からよくある問い合わせ②
「シンガポールは富裕層が多いので高価な日本産品でも売れるのでは」

※詳しいデータはシンガポールのカントリーレポートを参照
https://www.jetro.go.jp/ext_images/agriportal/platform/sg/pf_spr.pdf

ローカル系飲食チェーンの例と客単価日系飲食チェーンの例と客単価
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・「高いものが売れる」のではなく、輸入コストが高いため「結果的に高くなっている」。
・日本の商品が市中の多く出回り選択肢が多いため、消費者もバイヤーも見る目は肥えており、
品質と価格が釣り合わない商品はすぐ売れなくなる。

自治体からよくある問い合わせ②
「シンガポールは富裕層が多いので高価な日本産品でも売れるのでは」

【参考】JETRO海外流通実態調査（シンガポール）
https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/pdf/archive/distribution/report_sg.pdf

国内価格と輸入後の価格の比較例：日本酒
典型的な純米吟醸酒（4合瓶1500円）の飲食店・小売店での価格

4
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・当地のシャインマスカットは中国産・韓国産・日本産とも知名度があり、小売価格は日本産と
比較して、中国産は1/3、韓国産は1/2程度。
・いずれも空輸であり、シンガポール輸入後の価格は各国とも国内価格の２倍と競争条件は同じ。
・日本産は、①元値の高さ、②パッケージによるロス率の高さ（２～５割）が課題。

自治体からよくある問い合わせ②
「シンガポールは富裕層が多いので高価な日本産品でも売れるのでは」

国内価格と輸入後の価格の比較例：シャインマスカット

中国産国内
S$5.6/500g
≒560円

日本産国内
2500円/500g

中国産
S$7-18/500g
≒700-1800円

韓国産
S$19-26/500g
≒2000-2500円

日本産
S$35-50/500g
≒3500-5000円

韓国産国内
S$13.5/500g
≒1350円 韓国・中国とも輸出品は堅いパッ

ケージとクッションにより保護し、
ロスを削減。
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・シンガポールへの日本酒の輸出額は一貫して増加しており、22年に既に25年目標（20億円）を
達成。
・2021→2022年の輸出量はほぼ同等であったが、輸出金額は30%上昇しており、高単価商品の
輸出が増えていると推測される。

参考：シンガポールでの日本酒の販売増と競合酒類

526
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2325
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シンガポール向け
日本酒輸出金額（百万円）

2025年目標
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・ワイン・ビールの消費は伸び悩んでおり、アルコール消費が多様化。日本酒は５年で47%増加
したが、蒸留酒は65%、ウイスキーも43%増加している。
・特に蒸留酒のうち大半を占めるのは韓国焼酎（ソジュ）で、日本酒の倍の市場規模と推計。

参考：シンガポールでの日本酒の販売増と競合酒類
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資料：シンガポール関税局歳入統計

シンガポールのアルコール消費量
（国内流通課税量）（万リットル）

4.8%

42.9% 25.6%
65.1%

47.4%

シンガポールのアルコール市場規模推計
（2020年、百万USドル）

資料：国税庁「海外主要国における日本産酒類の市場調査」 
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・最近大きく販売を伸ばしているソジュは、単に韓国ブームに乗っているだけでなく、戦略的に
市場開拓をしている。

参考：シンガポールでの日本酒の販売増と競合酒類

①統一的なボトル・パッケー
ジ・ラベリングの開発
（緑のボトル、赤いキャップ）

②若者向けの低アルコール・
果実フレーバー・ビールとのコラ
ボ商品

③店頭での工夫
（果物エリアで販売、POP提
供）
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台湾プラットフォーム 

1. 日本好きの台湾の方々に情報発信できます！

 日本台湾交流協会 FBは、日本の文化、観光、食品等に関心の高い 25～55才を中

心にフォロワー数、約 19万人。写真や PRポイントに関する情報を提供いただけ

れば、農林水産物の出荷シーズンの開始や PRイベントの開催等に合わせてタイム

リーな情報発信が可能。
補足：今年度、さくらんぼ新品種発表等についての情報発信実績あり。ただし、具体的な販売店舗名については、

情報発信不可。 

2. 新規販路開拓にご活用ください！

 食品関係の輸入業者を含む約 6,400 社が加盟する台北市進出口商業同業公会

（IEAT）と連携し、IEATウェブページに商品情報を掲載し、輸入代理店を募集す

ることができるスキームを構築（早期に運用開始）。

 また、ジェトロが運営するオンラインカタログ「Japan Street」への登録やサンプ

ルショールーム事業の活用により、都道府県によるキャンペーンを一過性のイベ

ントに終わらせることなく、様々なチャネルを活用し、バイヤーに売り込みをかけ

ることが可能。

 その他、12 月８日に IEAT 主催の「国際酒類産品貿易展示会」において、日本台

湾交流協会ブースを出展し、取扱代理店や取引先の開拓を支援。

3. 地方都市における日本産農林水産物・食品のフェアに協力いただける都道府県を探し

ています！

 台中を候補地として、現地の飲食店や小売店と連携し、店舗横断的に日本産農林水

産物・食品のフェアを実現。
補足：現状、都道府県による PRイベントが台北市やその他都市の特定の店舗に限定されていることから、台湾

輸出支援 PFとして、大規模地方都市における販売促進活動を検討。 
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別添１ 

IEATウェブページへの日本産食品情報の掲載スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掲載までの流れ】 

１．PFの HPに掲載する様式に、商品の情報を記入（※中国語もしくは英語） 

  記入後、台湾 PF事務局に提出。 

２．定期的に台湾 PF事務局で掲載案件をとりまとめ、IEATに送付。 

３．IEATにて「IEAT全球貿易商機」に掲載。 

 

【その他】 

 GFP登録による輸出診断や、OMARS、JETRO県事務所等を活用し、輸出

可否の事前確認をお願いいたします。 

生産者、事業者等 

台湾 PF事務局 

① 様式記入、提出 

② とりまとめ、掲載依頼 

台北市進出口商業同業公会（IEAT） 

③ 掲載 掲載イメージ 

④ 関心を持った 

バイヤー等からの連絡 
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注
※１　加工食品の場合、外箱だけで無く中身の写真も掲載下さい。
※２　都道府県までご記入下さい。
※３　加工食品の場合、１箱ごとの個数もご記入下さい。
※４　含有量が不明な栄養成分については、空欄でも可。

飽和脂肪酸(g)

碳水化合物
（炭水化物）(g)

鈉（ナトリウム）
含量(mg)

糖（糖類）(g)

日本農林水産品・食品　介紹（イメージ）

□冷凍　□冷藏　□常溫

熱量(Kcal) 蛋白質(g) 脂肪(g)

名稱（名称）

商品介紹（商品紹介）

營養成分（栄養成分）　※４

□冷凍　□冷藏　□常溫

保存條件（保存条件）

運送條件（運送条件）

商品照片（商品写真）　※１

最佳賞味期限（賞味期限）

注意事項

成分（原材料名） 原産地　※２

包装型態（包装形態） 内容量　※３

毎100g（100g当たり）

反式脂肪酸
（トランス脂肪酸）(g)
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備註欄（備考）

企業的業務内容、主要商品（業務内容、主要商品）

官方網站（ホームページ）

有和交易實積的國家、地區（取引実績のある国・地域）

企業所在（企業所在地）　※日英併記

溝通語言（使用可能言語）
□日文　□英文　□中文　□其他

電話 FAX

聯絡方式（連絡先）

海外交易實績（海外との取引実績）

E-mail

姓名（氏名）　※日英併記 部門/職稱

有沒有和外國交易的實積（海外との取引実績の有無）

日文
英文

企業名稱（企業名称）　※日英併記
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2023年度 台湾輸出支援プラットフォームの活動状況・予定
１．支援体制の構築、情報発信の強化
●６月14日、輸出支援プラットフォームの立上げ式を実施。
台湾に駐在する地方自治体、日系および台湾系の
食品関連企業・団体が参加。

●７月、交流協会のウェブサイトにてPFページを公開。
○カントリーレポート（全体版）を年内に公表予定。
○品目別レポートは、年度内に２テーマ作成を予定。

２．新たな商流の開拓
●６月開催のFOOD TAIPEIジャパンパビリオンで、当協会が委託する
海外コーディネーターを活用し、出展者の商談等のサポートを実施。

○台北市進出口商業同業公会（IEAT）ウェブサイトに商品情報を掲載し、
輸入代理店を募集することができるスキームの構築に向け協議中。

○12月、輸出入業者団体（IEAT）主催の酒類のB to B展覧会に
交流協会ブースを設置予定。

○JETROのサンプルショールームについて、複数会場（特に地方都市）での
開催や台湾側バイヤーを呼び込むための効果的なPRについて検討中。 IEAT主催

國際酒類産品貿易推廣會

IEATウェブサイト「全球貿易商機」

5
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３．台湾消費者への販売促進、プロモーション
●８月４日、台湾観光協会主催「台湾美食展」の
ジャパンパビリオン「日本美食館」にて、JFOODOと連携し
日本食・日本産品をPRするトークセッションを実施。

○８月末、日台フルーツをPRするイベント「日台フルーツ夏祭」開催予定。
品目団体（日青協）と連携し、消費者向けのトークセッションを実施予定。

○JETROサポーター店事業について、フルーツ夏祭の時期に合わせて
８月末から約１ヶ月実施予定。

○協会Facebook（フォロワー19万人）を活用し、各地の産品情報を
発信可能であることを都道府県に紹介予定
（→出荷シーズンやPRイベント開催に合わせ、タイムリーに発信）。

○地方都市（台中を候補）とし、現地の飲食店や小売店と連携し、
店舗横断的に日本産農林水産物・食品のフェアを検討。

2023年度 台湾輸出支援プラットフォームの活動状況・予定

協会Facebookでの県産品PR

昨年の日台フルーツ夏祭り
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